
　第64回国際食肉科学技術会議（ICoMST）は、2018年
8月12日（日）から17日（金）までの6日間にわたって、オー
ストラリアのメルボルンで開催された。この会議は2022年
に日本で開催される予定であり、その準備の一環として著
者他数名が日本食肉研究会より補助を受けて参加した。そ
の会議には全部で14のセッションがあったが、本稿ではそ
れらで行われた基調講演のいくつかをピックアップして紹
介し、世界の食肉研究の最新事情として報告する。

1　演題：食肉の起源―地理的起源と飼養条件の証明1）

講演者：Frank Monahan（アイルランド）

食肉研究の最新事情
松石　昌典  日本獣医生命科学大学　教授
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―第64回国際食肉科学技術会議基調講演より

　消費者は食肉・食肉製品の産地や家畜の飼養条件（グラ
ス給与、コーン給与、オーガニック等）の履歴に価値を見
出す。そのため、生産者はそれらの情報を消費者に提供す
る必要があり、それを第三者が証明する必要もある。
　その証明の方法として有力であるのが安定同位体比の測
定である。例えば、13C/12C比（δ13C）と15N/14N比（δ15N）は家畜
がC3植物（イネ、コムギ、ダイズなど）とC4植物（トウモロコ
シ、サトウキビなど熱帯・亜熱帯産のイネ科植物に多い）を
摂取した割合を反映するため、それを用いることで食肉を
得た家畜の飼養条件や産地を識別することができる。
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